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平成３１年 １月   

 市民の皆様へ 

熊本市長 大 西 一 史    

「環境に関する市民アンケート調査」へのご協力のお願い 

 

 日頃から、市政運営に対しましてご理解、ご協力をいただき深く感謝申し上げます。 

 さて、本市では、平成２３年４月から、「第３次熊本市環境総合計画」に基づく、環境

行政を進めており、その計画に掲げる施策に検証指標を設定し、毎年、進行管理を行っ

ております。 

 今回お願いしておりますこのアンケート調査は、その検証指標に関連して市民の皆様

お一人おひとりが、環境に対してどのように感じ、考えていらっしゃるのか、また、ど

う実感されているのかをお聞きするもので、その結果を今後の環境行政に反映させてま

いりたいと考えております。 

 皆さまには、お忙しい中お手数をお掛けいたしますが、本アンケート調査にご協力い

ただきますようよろしくお願い申し上げます。 

■対象者の選定について 

このアンケートは、平成 31 年 1 月 23 日現在で熊本市に住民票がある、満 20 歳以上

の市民の中から無作為に抽出した 3 千人の方々にお送りさせていただいております。 

 いただきましたご意見・ご回答の内容につきましては、このアンケートの集計・分析

のみに活用し、それ以外には使用いたしません。アンケートの回答により、個人が特定

されたり、ご迷惑をお掛けしたりすることはございませんので、率直なご意見をお聞か

せください。 

 項目が多いですが、熊本市の環境行政のためにご協力のほどお願いいたします。 

 

■アンケートの回答方法について 

・回答は、封筒のあて名の方がお答えください。（代筆でも結構です。） 

 ・アンケート用紙及び返信用封筒には、お名前とご住所の記入は不要です。 

 ・アンケート用紙は、同封の返信用封筒にて、平成 31 年 2 月 28 日（木）までに

投函してください。（※切手は不要です。） 

 

■お問い合わせ 

 熊本市役所 環境局 環境推進部 環境政策課 

 電話 096－328－2427（直通） 電子メール：kankyouseisaku@city.kumamoto.lg.jp 

 

３．参考資料（調査票） 

環境に関する市民アンケート調査 依 頼 文 

インターネットでも回答ができます。裏面をご覧ください。 
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■インターネット回答にあたっての注意点 

・インターネットでの回答時間の目安は、約 15分です。平成 31年 2月 28日（木）まで

にご回答をお願いいたします。 

・インターネット回答では、アンケート上部の７桁の番号が最後に必要ですので、必ず、

調査票をお手元にお持ちの上、ご回答をお願いいたします。 

・インターネットでご回答いただきましたら、アンケート用紙の郵便での返送は不要で

す。 

■スマートフォン・携帯電話から 

以下の二次元コードを読み取っていただくと、直接アンケート画面へ移行します。 

 

読み取れない場合は、以下のパソコンからの手順か、アドレス

（http://www.city.kumamoto.jp/entry/pub/Default.aspx?c_id=37）を直接入力して下さい。 

■パソコンから 

熊本市ホームページ（http://www.city.kumamoto.jp/）を検索サイト等で検索して下さい。 

 

トップページ右上の検索画面で、“環境に関する市民アンケート”とご入力いただき、検

索して下さい。 

インターネットでの回答方法について 
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問 24関係 ＳＤＧｓ
エスディージーズ

とは 

“持続可能な開発目標”の英語の頭文字をとったものが、ＳＤＧｓです。 

平成 27年年 9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030アジェ

ンダ」にて記載された 2030（平成 42）年までの国際目標です。 

持続可能な世界を実現するための 17のゴール・169のターゲットから構成され、地球

上の誰一人として取り残さないことを誓っています。ＳＤＧｓは発展途上国のみならず、

先進国自身が取り組む普遍的なものです。 

熊本市も取り組んでおり、平成 31年度から積極的に広報を行い、色々な市の方針にＳ

ＤＧｓの考え方を取り込んでいくこととしています。 

また、市民や企業の参画も要請されており、さまざまな解決目標を定め取り組む企業

も増えています。 

ＳＤＧｓは、市民一人ひとりにも密接に関わっており、市民一人ひとりの意識を変え

ることも求められています。 

持続可能な開発目標（SDGs）17ゴールは次のとおりです。 

 

 1 貧困をなくそう 

あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ。 

 

2 飢餓をゼロに 

飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、

持続可能な農業を推進する。 

 

 3 すべての人に健康と福祉を 

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する。 

 

 4 質の高い教育をみんなに 

すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を

促進する。 

 

 5 ジェンダー平等を実現しよう 

ジェンダー（注 1）の平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメント

を図る。            注 1：社会的・文化的な意味での性別 

 

 6 安全な水とトイレを世界中に 

すべての人々に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保する。 

 

 7 エネルギーをみんなに そしてクリーンに 

すべての人々に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギーへのア

クセスを確保する。 

別紙 
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 8 働きがいも 経済成長も 

すべての人々のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産的な完

全雇用およびディーセント・ワーク（注 2）を推進する。 

注 2：働きがいのある人間らしい仕事 

 

 9 産業と技術革新の基盤をつくろう 

レジリエント（注 3）なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進

するとともに、イノベーションの拡大を図る。     注 3：強じん 

 

 10 人や国の不平等をなくそう 

国内および国家間の不平等を是正する。 

 

 11 住み続けられるまちづくりを 

都市と人間の居住地を包摂的、安全、レジリエントかつ持続可能にする。 

 

 12 つくる責任つかう責任 

持続可能な消費と生産のパターンを確保する。 

 

 13 気候変動に具体的な対策を 

気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る。 

 

 14 海の豊かさを守ろう 

海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、持続可能な形で利用する。 

 

 15 陸の豊かさも守ろう 

陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、森林の持続可能な管

理、砂漠化への対処、土地劣化の阻止および逆転、ならびに生物多様性損失の

阻止を図る。 

 

 16 平和と公正を全ての人に 

持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を推進し、すべての人々に司法

へのアクセスを提供するとともに、あらゆるレベルにおいて効果的で責任ある

包摂的な制度を構築する。 

 

 17 パートナーシップで目標を達成しよう 

持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップ

（注 4）を活性化する。          注 4：地球規模の協力関係 
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※インターネットでアンケートにお答えいただく方は、依頼文をご確認うえ、最初に次

の「アンケート番号」を入力してください。なお、アンケート番号は、この用紙をお送

りしている全員の皆様が同じ番号で、個人を特定するものではありません。 

アンケート番号 4596573 

 

※本アンケート用紙でお答えの方は、 

以下の質問にお答えください。 

回答にあたっては、該当の番号を「○」で囲むものと、 

自由記載のものとあります。 

 

問 1．あなたは、熊本市の良好な環境（生活・自然環境保全）が守られていると感じます

か。（1つだけ） 

1 とても感じる          2 やや感じる 

3 どちらともいえない       4 あまり感じない 

5 全く感じない 

 

問 1－2． 問 1で 3、4、5のいずれかを選択された方にお尋ねします。 

どのような理由から、そう思われますか。具体的に記入してください。 

 

 

 

 

 

問 2．あなたは、熊本市民の共有財産である地下水が、 

市民、事業者、行政の保全活動により守られていると感じますか。（1つだけ） 

1 とても感じる     2 やや感じる 

3 どちらともいえない  4 あまり感じない 

5 全く感じない 

 

環境に関する市民アンケート調査 調 査 票 

問 1－2へ 
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問 3．あなたは、熊本市の街なかに緑が多いと感じますか。 

（1つだけ） 

1 とても感じる     2 やや感じる 

3 どちらともいえない  4 あまり感じない 

5 全く感じない 

 

 

問 4．あなたは、熊本市の地域ごとに、特色ある街並み（街並みや自然の風景）があると

感じますか。（1つだけ） 

1 とても感じる     2 やや感じる 

3 どちらともいえない  4 あまり感じない 

5 全く感じない 

 

 

 

問 5．環境について学ぶ機会（学習会やイベント等）が増えてきたと感じますか。 

（1つだけ） 

1 感じる       2 やや感じる 

3 感じない 

 

問 

6．この１年以内で、環境に関する学習会やイベント等に参加しましたか。（1つだけ） 

1 参加した            2 参加していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6－1、6－2へ 問 6－3へ 
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問 6－1．問 6で「1 参加した」を選択された方にお尋ねします。 

この 1年以内で、どのような環境に関する学習会やイベント等に参加しましたか。（い

くつでも可） 

1 自治会・老人会・ＰＴＡ等の学習会 

2 ＮＰＯや企業が主催する講座・講演会・セミナー等 

3 行政が主催する講座・講演会・セミナー等 

4 学校や職場で行われる勉強会 

5 環境フェアなどのイベント 

6 その他 ※「6 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                      

                                      

 

 

問 6－2．問 6で「1 参加した」を選択された方にお尋ねします。 

参加したことによって、環境保全のために実践するようになった行動（活動）はあり

ますか。また、あるとしたらどういったことですか。（1つだけ） 

1 ある  ※実践している内容について、簡単にご記入ください。 

                                      

                                      

2 ない  ※実践していない理由について、特に何かある場合は記入して下さい。 
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問 6－3．問 6で「2 参加していない」を選択された方にお尋ねします。 

参加しなかった理由は何ですか。（いくつでも可） 

1 時間がなかったため 

2 経済的な負担が増加するため 

3 学習会やイベントの開催情報がなかったため 

4 興味がなかったため 

5 その他 ※「5 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                      

                                      

 

問 7．今後、どのような内容の学習会等に参加してみたいと思いますか。（いくつでも可） 

1 日常生活の中で実践できるエコについて学べるもの 

2 環境問題について基礎的な知識が学べるもの 

3 省エネルギーや新エネルギーなど、話題になっているテーマについて学べるもの 

4 身近な地域の環境について学べるもの 

5 国際的な環境問題について学べるもの 

6 その他 ※「6 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                      

                                      

 

問 8．どのような条件が整えば、より環境に関する学習会やイベント等に参加したいと思

いますか。（いくつでも可） 

1 自分の都合に合わせて、短時間で参加できる 

2 小学校や公民館など、身近な場所で開催される 

3 無料で参加できる 

4 気軽に参加することができる 

5 専門的な知識を身につけることができる 

6 友人や家族と一緒に参加することができる 

7 その他 ※「7 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 
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問 9．市民の環境保全意識を高めるために、市としてどのような取り組みを行えば効果的

だと思いますか。（いくつでも可） 

1 学習会や講演会などの開催 

2 学校や社会における環境教育の充実 

3 環境活動の指導者や地域リーダーの育成 

4 環境に関する情報を入手できる場の提供 

5 体験学習など自然に触れる機会の提供 

6 環境に関する広報などの強化 

7 環境保全活動に貢献した市民や団体の表彰 

8 身近な地域の環境保全について考える機会の提供 

9 その他 ※「9 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                      

                                      

 

問 10．環境保全に関わるまちづくりの活動が増えてきたと感じますか。（1つだけ） 

（例：緑化活動、清掃活動、環境学習に関する活動など） 

1 感じる             2 やや感じる 

3 感じない 

 

問 11．日頃、地域の環境保全活動に参加していますか。（1つだけ） 

1 積極的に参加している 

2 できる限り参加している 

3 参加したことはないが、今後参加してみたい 

4 参加したことはないし、今後もしたいと思わない 

 

 

 

 

 

 

問 11－3、11－4へ 

問 11－5へ 

問 11－1、11－2へ 
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問 11－1．問 11で 1、2を選択された方にお尋ねします。 

 どのような団体の活動に参加していますか。（いくつでも可） 

1 町内自治会             2 PTA 

3 NPO                 4 老人会 

5 婦人会               6 子ども会 

7 自分たちで立ち上げた活動グループ 

8 その他 ※「8 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                      

                                      

 

問 11－2．問 11で 1、2を選択された方にお尋ねします。 

 地域においてどのような環境保全活動に参加していますか。（いくつでも可） 

1 自然林や野生生物の自然保護活動      2 自然観察会の開催 

3 植樹などの緑化運動            4 森林保全活動 

5 地下水の保全活動             6 河川環境保全活動 

7 清掃活動                 8 ごみステーションの管理 

9 リサイクルや資源回収活動        10 歴史的文化遺産の保全活動 

11 環境問題に関する講演会・勉強会の開催  12 環境保全のための寄付 

13 その他 ※「13 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                      

                                      

 

問 11－3．問 11で 3を選択された方にお尋ねします。 

 どのような団体の活動に参加してみたいですか。（いくつでも可） 

1 町内自治会             2 PTA 

3 NPO                 4 老人会 

5 婦人会               6 子ども会 

7 自分たちで立ち上げた活動グループ 

8 その他  ※「8 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 
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問 11－4．問 11で 3を選択された方にお尋ねします。 

 今後地域においてどのような環境保全活動に参加してみたいですか。（いくつでも可） 

1 自然林や野生生物の自然保護活動      2 自然観察会の開催 

3 植樹などの緑化運動            4 森林保全活動 

5 地下水の保全活動             6 河川環境保全活動 

7 清掃活動                 8 ごみステーションの管理 

9 リサイクルや資源回収活動        10 歴史的文化遺産の保全活動 

11 環境問題に関する講演会・勉強会の開催  12 環境保全のための寄付 

13 その他 ※「13 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                      

                                      

 

問 11－5．問 11で 4を選択された方にお尋ねします。 

参加したいと思わない理由は何ですか。（いくつでも可） 

1 時間がないため 

2 興味がないため 

3 メンバーが固定されていて参加しづらいため 

4 活動の効果があると思わないため 

5 その他 ※「5 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                      

                                      

 

問 12．どのような条件が整えば、より多くの人がまちづくりとしての環境保全活動に関

わるようになると思いますか。（いくつでも可） 

1 環境問題についての知識・情報の普及が図られること 

2 環境問題を実際に感じること（地域の川が昔より汚くなった、など） 

3 周りを活動に巻き込んでいく中心人物がいること 

4 実際に活動を行っている人たちの活動内容・成果などがわかること 

5 日常生活の中で気軽に取り組みやすいこと 

6 付加価値（エコポイント等）があること 

7 その他 ※「7 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 
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問 13．地域で市民活動団体や市民が環境保全活動を行う際、どのような支援が必要だと

思いますか。（いくつでも可） 

1 環境問題についての知識・情報の提供 

2 活動のアドバイザーや講師等の派遣 

3 会議室等、場所の提供 

4 他の活動団体や市民との情報交換や交流を行う場の提供 

5 活動資金の助成 

6 その他 ※「6 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                      

                                      

 

問 14．普段、環境に関する情報を何から得ていますか。（いくつでも可） 

1 テレビやラジオ           2 新聞、雑誌、書籍など 

3 家族や友人、知人との会話      4 行政からの白書、広報誌など 

5 インターネットや携帯電話のサイト  6 講演会や学習会 

7 地域活動やボランティアを通じて   8 NPOからの情報提供 

9 企業からの情報提供 

10 その他  ※「10 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                      

                                      

11 情報を得ていない 
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問 15．環境に関する情報について、今後求めたいもの（不足しているもの）は何ですか。

（いくつでも可） 

1 環境に関する一般知識 

2 日常生活の中で行える環境保全のための取組方法 

3 環境に関するイベントや学習会の情報 

4 市民活動団体などによる環境活動の情報 

5 環境に関する調査の結果 

6 環境に関する補助金の情報 

7 国際的な環境の情報や交流の情報 

8 環境活動のアドバイザーや講師の派遣情報 

9 身近な地域の環境に関する情報 

10 その他  ※「10 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                      

                                      

 

問 16．現在の熊本市のごみ出しルールを守っていますか。（1つだけ） 

1 きちんと守っている         2 だいたい守っている 

3 どちらともいえない         4 あまり守っていない 

5 全然守っていない 

 

問 17.スマートフォン・タブレット向けの「熊本市ごみ分別アプリ」を知っていますか。 

（1つだけ） 

1 既に利用している 

2 知っているが利用はしていない 

3 知らない 

 

問 17－1．問 17で 1を選択された方にお尋ねします。 

 「熊本市ごみ分別アプリ」をどこで知りましたか。（いくつでも可） 

1 市の広報媒体（市政だより、市政広報番組等） 

2 新聞、テレビ、ラジオ等 

3 SNS（Facebook、Twitter等）  

4 家族や友人、知人から 

5 その他 ※「5 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                                      

問 17－1へ 
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問 18．「COOL
クール

 CHOICE
チョイス

」について知っていますか。（1つだけ） 

1 言葉も意味も知っている 

2 言葉は知っているが、意味はよく知らない 

3 知らない  

 

問 18－1．問 18で 1、2を選択された方にお尋ねします。 

「COOL CHOICE」を知ったきっかけは何ですか。（いくつでも可） 

 

 

問 18－2．問 18で 1、2を選択された方にお尋ねします。 

「COOL CHOICE」を実践している、または実践していない理由を教えてください。（い

くつでも可） 

1 環境改善に貢献するため、実践している 

2 費用の削減になるため、実践している 

3 教育の一環として、実践している 

4 職場や学校、家族など周囲がやっているため、実践している 

5 手間がかかるため、実践していない 

6 費用がかかるため、実践していない 

7 実践する機会が無いため、実践していない 

8 実践する必要性が分からないため、実践していない 

9 具体的な取組内容が分からないため、実践していない 

10 その他 

※「10 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                 

                                 

1 テレビ            2 ラジオ 

3 新聞              4 雑誌 

5 ポスター           6 自治体からの広報 

7 学校などの教育機関      8 店頭・売場 

9 イベント           10 インターネット 

11 友人、知人、家族の話 

12 その他 

※「12 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 
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問 19．「ＺＥＨ
ゼ ッ チ

」について知っていますか。（1つだけ） 

1 よく知っている 

2 少しは知っている 

3 言葉は聞いたことがあるが、あまり知らない 

4 言葉を聞いたこともなく、まったく知らない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20．「ZEH」について具体的にどのようなことが知りたいですか。（いくつでも可） 

1 どれくらいの費用（導入・維持コスト）がかかるのか 

2 どれくらい光熱費が下がるのか 

3 ZEHを建てるメリットは何か（光熱費以外） 

4 ZEHの情報を取得できる場所はどこか 

5 国や自治体の補助金に関する情報 

 

 

問 21．「熊本市低炭素都市づくり戦略計画」を知っていますか。 

また、どのくらい関心を持っていますか。（1つだけ） 

1 計画を知っており、関心もある 

2 計画を知っているが、あまり関心はない 

3 計画を知らなかったが、関心を持った 

4 計画を知らなかったし、あまり関心もない 

 

 

問 22．買い物に行くとき、「マイバッグ」を持参していますか。（1つだけ） 

1 いつも持参している     2 ときどき持参している 

3 ほとんど持参していない   4 全く持参していない 

ＺＥＨ（ゼッチ）・（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）とは 

住宅の高断熱化と高効率設備により、快適な室内環境と大幅な省エネルギーを同時

に実現した上で、太陽光発電等によってエネルギーを創り、年間に消費する正味のエ

ネルギー量が概ねゼロ以下となる住宅です。 

国は、2020年までに標準的な新築住宅で、2030年までに新築住宅の平均で ZEHの

実現を目指しています。 
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問 22－1．問 22で 3、4を選択された方にお尋ねします。 

 どのような理由から、マイバッグを持参していないのですか。（いくつでも可） 

1 マイバッグの持参が面倒だから 

2 レジ袋をごみ袋などとして再利用するから 

3 レジ袋の配布は、お店の当然のサービスだから 

4 デザインなどが気に入るマイバッグがないから 

5 万引きなどを疑われることが嫌だから 

6 その他 

※「6 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                      

                                      

 

 

問 22－2．レジ袋削減を進めるには、どのようなことが必要だと思いますか。（いくつで

も可） 

1 レジ袋有料化（無料配布中止） 

2 店でのサービスポイントなどの方法で進める 

3 店頭でのポスター掲示やのぼり旗などによる広報啓発 

4 自治体や環境団体等によるマイバッグキャンペーンの実施 

5 その他 ※「5 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                      

 

 

問 23．熊本市におけるレジ袋削減に向けた取組に関する協定について知っていますか。   

（1つだけ） 

1 取組内容などよく知っている 

2 協定を締結しているお店ぐらいは知っている 

3 言葉は聞いたことがあるが、あまり知らない 

4 言葉を聞いたこともなく、全く知らない 
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問 24．「Ｓ Ｄ Ｇ ｓ
エスディージーズ

」について、知っていますか。（1つだけ） 

 ※詳しくは別紙をご覧ください。 

1 よく知っている 

2 少しは知っている 

3 言葉は聞いたことがあるが、あまり知らない 

4 言葉を聞いたことがなく、まったく知らない 

 

 

問 24－1．問 24で 1、2を選択された方にお尋ねします。 

 言葉を知ったきっかけは何ですか。（いくつでも可） 

1 国の広報              2 市の広報 

3 企業の広報             4 NPOや市民団体の広報 

5 学校での教育            6 勤務先での取組 

7 新聞、テレビや雑誌         8 インターネット 

9 イベント・セミナー・講演会 

10 その他  ※「10 その他」を選ばれた方は具体的にご記入ください。 

                                      

 

 

問 25．ＳＤＧｓの 17の目標のうち、大切だと思う項目は何ですか。（いくつでも可） 

1 貧困をなくそう              2 飢餓をゼロに 

3 すべての人に健康と福祉を         4 質の高い教育をみんなに 

5 ジェンダー平等を実現しよう        6 安全な水とトイレを世界中に 

7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに   8 働きがいも経済成長も 

9 産業と技術革新の基盤をつくろう      10 人や国の不平等をなくそう 

11 住み続けられるまちづくりを        12 つくる責任つかう責任 

13 気候変動に具体的な対策を         14 海の豊かさを守ろう 

15 陸の豊かさも守ろう            16 平和と公正をすべての人に 

17 パートナーシップで目標を達成しよう 
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問 26．ＳＤＧｓの 17 の目標のうち、あなたが貢献できると思う項目は何ですか。（いく

つでも可） 

1 貧困をなくそう              2 飢餓をゼロに 

3 すべての人に健康と福祉を         4 質の高い教育をみんなに 

5 ジェンダー平等を実現しよう        6 安全な水とトイレを世界中に 

7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに   8 働きがいも経済成長も 

9 産業と技術革新の基盤をつくろう      10 人や国の不平等をなくそう 

11 住み続けられるまちづくりを        12 つくる責任つかう責任 

13 気候変動に具体的な対策を         14 海の豊かさを守ろう 

15 陸の豊かさも守ろう            16 平和と公正をすべての人に 

17 パートナーシップで目標を達成しよう 

 

問 27．ＳＤＧｓの 17の目標のうち、熊本市として取り組むべきだと思う項目は何ですか。

（いくつでも可） 

1 貧困をなくそう              2 飢餓をゼロに 

3 すべての人に健康と福祉を         4 質の高い教育をみんなに 

5 ジェンダー平等を実現しよう        6 安全な水とトイレを世界中に 

7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに   8 働きがいも経済成長も 

9 産業と技術革新の基盤をつくろう      10 人や国の不平等をなくそう 

11 住み続けられるまちづくりを        12 つくる責任つかう責任 

13 気候変動に具体的な対策を         14 海の豊かさを守ろう 

15 陸の豊かさも守ろう            16 平和と公正をすべての人に 

17 パートナーシップで目標を達成しよう 

 

 

問 28．ＳＤＧｓに関して、ご提言、ご意見がございましたらお聞かせください。 
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問 29．現在、急激に普及している火を使わない「電子たばこ（加熱式）」は、従来のたば

こと同様に規制する必要があると考えますか。（1つだけ） 

※ 電子たばこ（加熱式）とは、たばこ葉を電気で加熱し、そこから出る水蒸気を吸

い込むたばこのことです。 

1 規制する必要がある 

2 規制する必要がない 

3 従来のたばことは規制内容に区別が必要である 

4 どちらでもよい 

 

 

問 30．現在の熊本市内の環境の現状について、あなたが一番問題と思われることは何で

すか。（1つだけ） 

1 自然、緑、水辺、野生の生き物の豊かさ 

2 地下水の状況（水質や量） 

3 ごみ収集、処理の状況やごみ減量、リサイクルの状況 

4 地球温暖化防止のための、省エネルギーの推進（太陽光等の再生可能エネルギー

の推進） 

5 まちなみの景色の美しさや、公園や緑地の多さ 

6 大気の状況 

7 河川などの水辺の美しさ、清潔さ 

8 生活環境の快適さ（騒音や振動、悪臭などがないか） 

9 環境に配慮した道路、歩道などの整備 

10 環境について学ぶ機会や情報を得る機会（環境保全イベント等の開催） 

11 その他 

 

問 30－1．あなたが問 30．で選択された問題について、どのようなことが問題だと思わ

れますか。ご自身のお考えを具体的に記入してください。 
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最後に、回答者ご自身についてお聞きします。 

1．ご年齢 

1  20歳代       2  30歳代       3  40歳代 

4  50歳代       5  60歳代       6  70歳代 

7  80歳代 

 

2．ご職業 

1 会社員        2 自営業        3 農林漁業 

4 公務員        5 学生         6 無職 

7 その他（               ） 

 

3．お住まいの地区（居住校区に○をつけてください。） 

区 居住地区（小学校区） 

中央区 
出水、出水南、一新、大江、帯山、帯山西、黒髪、慶徳、向山、壺川、 

五福、白川、城東、砂取、硯台、託麻原、白山、春竹、本荘 

東区 
秋津、泉ヶ丘、画図、尾ノ上、健軍、健軍東、桜木、桜木東、託麻北、 

託麻西、託麻東、託麻南、月出、長嶺、西原、東町、山ノ内、若葉 

西区 
池田、池上、小島、春日、河内、城山、城西、白坪、高橋、中島、 

花園、古町、芳野 

南区 

飽田西、飽田東、飽田南、奥古閑、川口、川尻、隈庄、城南、杉上、 

銭塘、田迎、田迎西、田迎南、富合、豊田、中緑、日吉、日吉東、御幸、 

力合、力合西 

北区 

麻生田、植木、川上、楠、桜井、山東、清水、城北、高平台、田底、 

龍田、龍田西、田原、西里、楡木、菱形、北部東、武蔵、山本、 

弓削、吉松 

 

 

以上でアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。 
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